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１．はじめに 

 志津見大橋は、島根県飯南町に施工された橋長 280m の PC５径間連続複合トラス橋である。本橋は、(1)P1 柱頭

部を中心として桁高が直線変化している、(2)P3 橋脚位置で複合トラス断面と PC 箱桁断面が連続した構造となっ

ている、といった構造上の特徴があり、(1)につては国内で初めて、(2)については世界で初めての施工となる。

また、施工方法については、A1～P2 径間はピロン支柱を用いた斜吊り工法を併用した張出し架設とし、P2～A2 径

間は固定支保工を用いた架設とした。このように本橋では、構造的に初めての試みとなる部分があることや、施

工事例の少ない架設方法を採用したことから、設計

手法の妥当性および施工時の安全性を確認すること

を目的として、施工中における各部材の応力状態の

計測を行った。 

２．計測概要 

 図－１に計測位置図を示す。計測断面は、P1 張出

し施工の第 1 ブロック(2 断面)、P3 橋脚付近のトラ

ス断面および箱桁断面とした。各断面上下床版には、

コンクリートの応力状態を計測するために有効応力

計、無応力計、埋込型ひずみ計(以下ひずみ計)およ

び鉄筋計を設置した。また、鋼トラス材にはひずみ

ゲージを設置し、各測点における温度を計測するた

めに熱電対を図に示すように設置した。計測は、イ

ンターバルタイマーを使用して１時間毎に行ったが、

計測結果は、日照の影響や作業による振動の影響を

受けない早朝(4:30)のデータで整理した。主な施工実

施日を表－１に、施工順序図を図－２に示す。 
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図－１ 計測位置図 

表－１ 施工実施日 
日付 施工内容 日付 施工内容 
8/19 第 2BL 打設 10/18 第 2 段目仮斜材緊張 
8/31 第 3BL 打設 10/25 第 8BL 打設 
9/10 第 4BL 打設 11/4 第 9BL 打設 
9/21 第 5BL 打設 11/11 第 3 段目仮斜材緊張 
9/27 第 1 段目仮斜材緊張 11/18 第 10BL 打設 
10/2 第 6BL 打設 1/11 A1-P1、P1-P2 閉合 
10/12 第 7BL 打設 1/25～2/2 仮斜材解放 

 

 
図－２ 施工順序図 
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３．クリープ・乾燥収縮供試体 

ひずみ計の計測値にはコンクリートの弾性ひずみに

加えて、クリープ・乾燥収縮ひずみが含まれており、

FEM 解析等の弾性解析結果と比較を行うためには、こ

れらの影響を除去する必要がある。そこで、クリープ・

乾燥収縮性状を確認し、計測値の補正を行うために３

体の供試体(200×200×800mm)によりコンクリート

ひずみの計測を行った。まず、クリープ供試体として

無筋供試体(Type-1)および下床版と同等の鉄筋量を配

置した供試体(Type-2)の２体製作し、PC 鋼棒により持

続荷重を載荷した。また、乾燥収縮ひずみを計測する

ための無筋の乾燥収縮供試体を製作し、無荷重状態で

のひずみを計測した。なお、供試体の乾燥条件が実橋

(下床版)と同等になるよう供試体の上下面および側面

にアルミテープを貼り付けた。各供試体より得られた

コンクリートひずみを図－３に示す。また、図－３の

結果から乾燥収縮ひずみを除去して求めたクリープ曲

線を図－４に示す。図中には、道路橋示方書式(以下、

道示式)によって算出したクリープ曲線を併記してい

る。Type-1 供試体のクリープ曲線は道示式における相

対湿度 70～90%とした計算値の中間となっており、供

試体周辺の相対湿度の平均値が 84%であったことを考

慮すると妥当な結果であると判断される。よって、実

橋に設置したひずみ計の計測値に対するクリープ・乾

燥収縮ひずみの補正には、供試体より得られた値を使

用することとした。 
４．計測結果 

 図－５、６に計測結果の一例とて、トラス断面１の

下床版応力度およびトラス断面２の鋼管応力度を示す。

図中には、骨組解析および FEM 解析による計算結果を

併記している。なお、計測値は第 2 ブロック打設前を

初期値としている。 

 床版応力度は、有効応力計および断面中心に設置し

たひずみ計(C)の値が解析値と良く一致している。また、

ひずみ計(L)および(R)の計測値がひずみ計(C)の値と若

干の差が生じているものの、全体的な挙動は解析値と

一致していると判断される。鋼管の応力度についても、

解析値と実測値が良く一致している。以上、施工時計

測結果より、本橋における設計手法の妥当性および施

工時の安全性が確認された。 

 なお、施工時に設置した計測器を使用し施工終了後

より２年間の長期計測を行う予定である。 

0

100

200

300

400

500

600

700

0 30 60 90 120 150 180 210

載荷後日数

ひ
ず
み

（
μ

）

クリープ供試体Type1

クリープ供試体Type2

乾燥収縮供試体

図－３ 供試体ひずみ 
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図－４ クリープ曲線 
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図－５ 床版応力度（断面 1下床版） 
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図－６ 鋼管応力度（断面２圧縮鋼管） 
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